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秋田県田沢湖町の中新統からヒノキ科化石，Cα伽e伽螂の発見

尾上　寧＊・須藤　茂＊＊・向山　栄＊＊＊

ONoE，Toru，SuTo，Shigeru　and　MuKoYAMA，Sakae（1985）Discovery　ofthe　Miocene　Cupr－

　　essace＆e（CαJo66伽3）from　Tazawako－machi，Akita　Pre琵cture，Japan。B観。060乙S％7び．

　　」ψαη，voL36（4），P。191－195・

1．はじめに
　秋田県仙北郡田沢湖町の岩手県との県境に近い玉川の
　　おおぷかざわ
支流，大深沢において，筆者の一人，向山は，一見して

ヒノキ科の植物とわかる保存良好な化石を発見した．化

石は転石から産出したものであるが，周囲の状況及び岩
　　　こ　し　どまえ
質から，小志戸前層（中新世）に由来するものと判断され

る，同層からは，これまでに模式地付近で動物化石が発

見されている（早川・北村，19531須藤・石井，投稿中）

以外，化石の産出は知られていないため，貴重な資料と

考えられる．

2．地質概要
植物化石が発見された地点は，秋田・岩手両県境に近

い，玉川の支流，大深沢の支沢，障子倉沢の海抜895m

のところで，周辺には層理の明瞭な砂岩，軽石凝灰岩，

珪長質凝灰岩の互層ボ分布している．化石が含まれてい

た岩石は，白色の珪長質凝灰岩1）で，ほぼ人頭大の崩落

岩塊である．この付近には，この他にも広葉樹の葉と思わ

れる細い破片を含んだ岩塊が散在しており，露頭の珪長

質凝灰岩中にも炭質物の破片が認められた．これら周囲

の状況及び岩質から，含化石岩塊は，直上に露出してい

る珪長質凝灰岩から転落してきたものと判断される．

　上記の植物化石を含む地層は，河野・上村（1964）によ

る中新統上部の小志戸前層（第1表）にあたる．小志戸前

層は，もともと岩手県岩手郡雫石町の秋田街道沿いに

分布する地層に対して命名されたもので，ここからは
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1）顕微鏡鑑定によると，結晶の破片（斜長石と石英）が約10％で・基質

　の部分は．長く伸びた気孔を有するガラス片（現在は変質している）

　からなっている，
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第1表　化石産出地付近の層序表
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河野・上村（1969）を一部修正し簡略化した．

⑦6」4魏痂παρα顔Jo6π」α∫α，Sαgα7伽5spっの外，まれに

恥α5加吻ρo痂αの産出が知られている（早川・北村，

1953）．また，雫石町荒沢からは，翫6％伽α（％θ5砂」64α）

吻伽吻細5を主体とした動物化石が発見されている（須

藤・石井3投稿中）．今回植物化石が発見された障子倉

沢周辺に分布する小志戸前層は，上記模式地付近の分布

から北方へ約20km離れて，玉川の谷底に孤立的に露出

するものである．

3．　植物化石の特徴

採取された化石2）は，わずか1個体であるが，図版1

に見られるように，保存が良く，葉序が明瞭な枝からな

っている．枝は小枝を羽状に互生し，葉は長さ2－3mm

の鱗片状で，小枝や細枝に対生をなして密着している．

第2図のスケッチで明らかなように，側葉は舟底形をし

て左右離在し，基部では，下位の背腹葉に覆われている

ため，合せ目は見られない．背腹葉は，なた豆状を呈

し，先端ば広いくさび形で，基部は下位の背腹葉に覆わ

れている．これらの特徴から，この化石はcαlo副郷

πo渉06π525（MATsuo）HuzloKへに同定される．この化石種

は，第2表に示したように，日本では中新世の台島型植

物群からしばしば産し，同植物群の特徴種のひとつと考

えられている．

4。おわ　り　に

植物化石が発見された小志戸前層の年代に関連する資

料としては，これまでに，植物化石産出地点の上流，障

子倉沢の海抜1，030m地点で，小志戸前層を不整合に覆

2）GSJ　F7900

っている玉川溶結凝灰岩の年代がK－Ar法によって約

1Maであることが明らかにされている（須藤，19821

TAMANYu　and　LANPHERE，1983）．また，早川・北村

（1953）や須藤・石井（投稿中）らの動物化石に関する資料

から，小志戸前層が中新統であることが示されている．

今回発見された植物化石cαJo664驚は，目本では，これ

までに台島型植物群からしか産出していない。したがっ

て，わずか1個体の標本ではあるが，小志戸前層が中新

世の台島期である可能性が非常に高い．この報告がきっ

かけとなって，更に化石が発見されることを期待した

い．

　この報告を草するにあたり，筑波大学の天野和孝氏か

らは小志戸前層産の動物化石について，地殻熱部の上村

不二雄氏からは植物化石産地付近の地質についてそれぞ

れ御教示いただいた．地質部の一色直記，松井和典両氏

には，含化石層の岩石の鑑定をお願いした．また，地質

部の豊遥秋氏には，化石の写真撮影にあたり御指導いた

だいた．ここに記して厚く御礼申し上げる．
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秋田県田沢湖町の中新統からヒノキ科化石，Gα‘卿漉郷の発見（尾上　亨・須藤　茂・向山　栄）

第2表　σαZo66♂7雛no診06漉5の主な産出記録

産 地 産 出 層 文 献

秋田県秋田郡阿仁町 打　　当　　層　（打当フローラ） HUZIOKA（1963）

山形県西置賜郡小国町 小　　国　　層　（小国フローラ） 藤岡・古賀（1981）

山形県西置賜郡小国町 沖　　庭　　層　（沖庭フローラ）
藤岡・古賀（1981）

ONOE（1974）

山形県西田川郡温海町
新潟県岩船郡山北町

関　　川　　層　（雷　フ　ロ　ー　ラ） 藤岡・古賀（1981）

新潟県岩船郡朝目村 大須戸頁岩層　（大須戸フローラ） 鴨井ほか（1978）

新潟県東蒲原郡上川村 津　　川　　層　（観音沢フローラ） KRYsHToFovlcR（1926）

石川県珠洲市狼煙町 柳　　田　　層　（狼煙フローラ） ISHIDA（1970）

石川県鹿島郡中島町 山　戸田　層　（能登中島フローラ） MATsuo（1963）

島根県飯石郡三刀屋町 高窪爽炭層　（高窪フローラ） HOJO（1973）

0

｝

、

icm

’

ノ

’鰍

＼／

イ

＼

第2図　CαJo664郷πo伽競5の拡大スケッチ
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　　　　　　　　図版I

Cα♂068伽餓o孟o姻5（MATsuo）HuzloKA，GSJ　F7900

A）原　寸
B）　Aの一部の拡大（×2〉

　　スケールはlcmを示す
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